L-2<IF—SK<

vol .1

Py —=<Z-—C-<avld?7?

BT B B B AEn B S (eth BXEEE 2SR BB ) iV R4T T3
LEZETAT ISR E W FEAMBSERRBTLET X4V 4
Ba-LEMBIR. U I B =020 xR 2026% 28
R R EN ST E R e b T AR A S E T2 0T

FTo A UuBEFLHCE TV

%L%v/( ?1’0?’}"5:\, .

3IRI5B . A EEMO- AL IR BAI T 3N G RIS R H T
ZERLEAVWELE FTREBALEEAEEGERENOL. 201 =HTEEL
SHE-VWELTR RAEFALIFEAAY N =D 51E TAANYEABHLB
ERRTAc@MBZY 140 T2 =R TE L0 I B
Fllzo RREBLTVBAM S EEY EFA-Sa vy N ENNELE!
SIEL RN EBZPLTOWTIEOWT T FIANEAHAT [ BUITUR

BronlR—2T VWAAL Y =F L LVYTTEA 0K TR!
APIE R

EM=EHAAVIL 5B T ETo
o F (Erall

¥ 7 hopk #okB

o gy o



Q. L EDETEALIRYRETUVELEMN?
A. TSN IHEDEEICTTUVE LR,
Q EFZNOABICLEOTIM?
A.BVWCKELTEDEIBIMDAEREADSZ S EBL. FiHHS
KAFTTEBIRNAICLELLR,
Q. BmMBEBNZHAE(G ?
A BHOLLVEVWSEEPLEELERDOAZELVWELEDEELEE
FFL
Q. SEPLHO>THEVERIHDETIMN?
A.SEE. 5LCKSLT - BULCKDBHAERIELTULER
LWTY, 4AICIE. EBTITSEEEEXTUVET,
Q HAEICDEC L !
A.BVWCKIE TO>THEV] ZEZHREAERICONSINEHRS
BiET T, KICHhO>THEVEWSKHENABILS., FU—
BICHIXTHIEBAN? VWD TEHFLSAEEDLET !

B> F—L FH B

. \\‘\\“l:."”””ll’ll

N\

74

OEREEHRF—L

Q. U EDIETCEALEIRYREITVELIEM?
A. AZBVNOXRETHEBERIREE A Y STYTOL
F.BRETVWEULUR,
Q. KEEZNOABICLEZOTIM?
A. EDVENED D DEEVEBEERRIZIET. BIEICDOVWT
WHTHIB . bEld. BRIIERREZELATIEUNDOE
h5TY,
Q. EmBEBNZRS ?
A TERIBEEIXIVNDREEAERTS] EVLWVSELRBDEL
2
Q. SEVPOTHEVERIEIHDEITITN?
A. ChHSRBBEALBEENDRRETLIEWVWTT,
Q. A EICDEC L !
A.DZOWCEEBWCIBAUTRRSEBICENTETIE
ECT | FORTHTLEEW ! !

EERF—L &I &8

QINVRIEFF — Ln

Q. UL EDIETCEALIRYREITVWELEN?

A BERDEHNERII—(CTENT. BREFTVELR,

Q. EEFEZNOABICLEZOTIM?

A BRAREOFEHEZECHBOAICHN>TESW. TRV
ICBMLTESS AEBOIHTT,

Q. EmMEBNREAB(S ?

A BRREOEHERDEBEDENRSTERIEREIA LR
WEd,

Q. SEPO>THELVERIHDEITH?

A BTINZRTITO> TV EBEBEREEGLUICVWEZVWTT,
Q HAEICTEZE!

A IZNSREEBREDIFSHEAL. EFTN!

INRF— Ly IR

M



	ちーこくほーこく
	vol.1
	『ちーこくほーこく』とは？？ 隠岐島前高校のちいこく（地域国際交流部）が発行する 広報誌です！！今回は、2026年度の4月号をお届けします！主にインタビューした内容は、ちいこくが独自に行なった津和野交流と2026年2月に開催された2025年度卒業生の方主催の島前高生フェスについてです。ぜひお楽しみください！

	おしえて、津和野交流！！
	3月15日、津和野高校グローカルラボ部の2年生3名が島前高校を訪れて交流会を行いました。まずは各部の普段の活動を紹介し、その後に対話会をおこないました。交流を行った2校のメンバーからは、「イベントのある日に交流すると面白そう！」や、「次は津和野に来てほしい！」などの声がありました。交流を通していろんなことを知り、モチベーションが上がりました！今後は交流の機会を増やしていきたいです。新入生のみんな！ちいこくは自分のペースでいろんなことにチャレンジできます！ぜひ来てね！
	伊保　朱梨
	裏面に各部のインタビューを載せています。 ぜひご覧ください！！
	文責 加藤 和輝



	島前高フェス（2026年2月23日）
	①海プラチーム
	Q. しゃばりばでどんなイベントを行いましたか？ A. プラバン作りを主に行いました。 Q. なぜその内容にしたのですか？ A. ちいこくとしてもっと地域の人と関わろうと思い、子供から大人までできる内容にしました。 Q. 参加者の感想は？ A. 懐かしいといった声や出来上がりが楽しいなどの声をいただきました。 Q. 今後やってみたい活動はありますか？ A. 今後も、ちいこくらしさ・ちいこくの魅力を発信していきたいです。4月には、全員で行う企画を考えています。 Q. 新入生にひとこと！ A. ちいこくは「やってみたい」を仲間と共に0から1へと叶える部活です。なにかやってみたいという気持ちがあるなら、ぜひ一緒に叶えてみませんか？いつでもみなさんを歓迎します！

	②小中交流チーム
	Q. しゃばりばでどんなイベントを行いましたか？ A. 普段の活動をポスターにまとめて、掲示を行いました。 Q. なぜその内容にしたのですか？ A. 自分たちの活動を後輩や地域の人に知ってもらい、イベントに参加してもらう人を増やすためです。 Q. 参加者の感想は？ A. 自分たちの活動を振り返りながらできたことがよかったと思います。 Q. 今後やってみたい活動はありますか？ A. 海士小学校で行っている活動を直接宣伝しにいきたいです。 Q. 新入生にひとこと！ A. 小学生と遊ぶことが好きな人よ、集まれ！

	③国際交流チーム
	Q. しゃばりばでどんなイベントを行いましたか？ A. コスタリカの大学で日本語を学ぶ学生とオンラインでつなぎ、交流を行いました。 Q. なぜその内容にしたのですか？ A. なかなか関わりのない国と交流することで、隠岐について改めて知るため。あとは、異文化交流を楽しんでほしかったからです。 Q. 参加者の感想は？ A.「隠岐とコスタリカは意外と似てる」という声がありました！  Q. 今後やってみたい活動はありますか？ A. これからは様々な国との交流を行いたいです。 Q. 新入生にひとこと！ A. やりたいことを互いに協力して実現させることができる部活です！ぜひ来てみてください！！



